
【歌志内市】 

１人１台端末の利活用に係る計画 

 

１．１人１台端末を始めとするＩＣＴ環境によって実現を目指す学びの姿 

当市においては、児童生徒に１人１台配備した専用タブレット端末と学習支援ソフトや

デジタルドリルを効果的に活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」を実現するとと

もに、ICT の活用により、様々な緊急事態などにおいても、児童生徒の学びと家庭と学校の

つながりを止めない「誰一人取り残すことのない教育」を目指す。 

 

２．ＧＩＧＡ第１期の総括 

 当市は，国が進めるＧＩＧＡスクール構想の実現のためにタブレット端末（指導者用・学

習者用）、電子黒板、書画カメラ、ネットワーク機器などの整備を行いました。 

１人１台端の利用促進、個別最適な学習の実施に向けて、ＡＩ搭載のデジタル教材や授業

支援ツールの導入を行いました。また、電子図書の導入を行い、デジタル社会に対応した読

書環境の整備を行いました。 

教職員のＩＣＴ機器の利用普及を行うために、ＩＣＴ支援員の派遣やＩＣＴ機器の活用

に関するヘルプデスクの設置を行い、教職員に対しタブレット端末の操作やＩＣＴ機器の

利用についての問題等を速やかに解決することができる環境を整えました。 

 

３．１人１台端末の利活用方策 

教職員の１人１台端末の日常的な利活用の促進を図るため、ＩＣＴ支援員の派遣を継続

して行い、１人１台端末の活用の各種支援や集合研修を実施し、自身のＩＣＴ活用指導力の

向上を図ります。   

また、ＩＣＴ機器の利用に関するヘルプデスクの設置を継続して行い、ＩＣＴ機器に関す

る様々な問題を素早く解決ができる環境を整備します。 

 個別最適・協働的な学びを実現するために、授業支援ツールやデジタルドリルを活用し、

児童生徒の特性や理解度に合わせて課題に取り組み、主体的・対話的で深い学びを行える授

業体制を支援します。 

指導者用デジタル教科書及び学習者用デジタル教科書の使用を積極的に行い、授業にお

いて子どもたちの興味関心を集め、１人１台端末の効果的な活用を図ります 

臨時休校等の学びの保障の取組として、ウェブ会議システムを活用したオンライン学習

の取組を行い、学級閉鎖、出席停止や不登校などの教室に学ぶことができない児童生徒に対

しての学びを止めない重要なツールとして活用を行います。 


